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１） パ ーク ＆ ライ ド駐 車 場の 利 用状 況  

パー ク ＆ラ イ ド駐 車場 の 利用 台 数は 、総 利 用台 数が 49 台で 、日 最大 利 用台 数 は

18 台で あっ た 。  

岩出 パ ーク ＆ ライ ド駐 車 場は 、 総利 用台 数 が 26 台 、日 最大 利 用台 数 は８ 台。  

粉河 パ ーク ＆ ライ ド駐 車 場は 、 総利 用台 数 が 23 台 、日 最大 利 用台 数は 10 台。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 岩 出駅 ・ 粉河 駅の 乗 客数 の 状況  

岩出 駅 ・粉 河 駅の 乗客 数 調査 は 、 12 月 13 日 と 20 日の ２日 間 とし 、 朝の 通勤 時

間帯 で ある ６ 時～ 10 時ま での ４ 時間 で 実施 し た。  

 乗 客 数は 、岩出 駅、粉 河駅 と もに 13 日よ り 20 日 の 乗 客数 が 減少 し てい る。し か

し、 ７ 時～ ８ 時の 通勤 時 間帯 に 着目 する と 岩出 駅 で７ 人、 粉 河駅 で ４人 の増 加 が見

られ る 。  

 

 

 

 

 

 

３） 利 用者 ア ンケ ート 調 査結 果  

①ア ン ケー ト 調査 の概 要  

 利 用 者ア ン ケー ト調 査 の実 施 は 、社 会実 験 開始 日の 12 月 20 日 から パ ーク ＆ラ イ

ド駐 車 場の 利 用者 に対 し て直 接 配布 し、 12 月 30 日を 締め 切 り日 と して 郵送 回 収で

行っ た 。  

 調 査 の目 的 は、 実際 の 利用 者 から 利用 実 態を 知 ると とも に 、パ ー ク＆ ライ ド 駐車

場の 必 要性 や 改善 事項 、 利用 の 継続 意向 を 把握 す るこ とを 目 的と し た。  

 

②利 用 者の 属 性  

 年 齢 は、「 40 代」 と「 50 代」 で 68 .5％と 約 ７割 を 占め てい る 。  

 性 別 は、「 男性 」 が 77 .1％で ８ 割近 くを 占 める  

 居 住 地は 、「紀 の 川市 」 が 45 .7％で 、「岩 出 市」 と あわ せる と ７割 を 超え る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ Ｒ 和 歌 山 線 パ ー ク ＆ ラ イ ド 社 会 実 験 の 結 果  

パーク＆ライド駐車場の利用台数
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③目 的 地と 利 用目 的  

 目的 地 は 、「 和歌 山 市」 が 62 .9％ と 最 も多 く 、 駅 別に 見 ても 「 和 歌 山市 」 が最 も

高い 割 合と な って いる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用 目 的 は 、「通 勤 」が 82 .9％と ８ 割 を超 え て い る。 次 いで 「 買 物 」に よ る利 用

が見 ら れる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④普 段 の移 動 手段  

 普段 の 移 動 手段 は 、「自 家 用 車 」 が 96 .6％ と ほと ん ど が自 家 用 車 での 移 動を 行 っ

てい る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的地

20.0%

8.6%

62.9%

8.6%

和歌山市

岩出市

紀の川市

かつらぎ市

橋本市

N=35

目的地（岩出駅）

15.8%

73.7%

10.5%

和歌山市

岩出市

紀の川市

かつらぎ市

橋本市

N=19

目的地（粉河駅）

25.0%

18.8%

50.0%

6.3%

和歌山市

岩出市

紀の川市

かつらぎ市

橋本市

N=16

利用の目的

11.4%

82.9%

2.9% 2.9%

通勤

通学

買物

通院

その他

N=35

利用の目的（岩出駅）

10.5%

78.9%

5.3%
5.3%

通勤

通学

買物

通院

その他

N=19

利用の目的（粉河駅）

12.5%

87.5%

通勤

通学

買物

通院

その他

N=16

普段の移動手段

3.4%

3.4%

0.0%

3.4%

96.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車

バス

鉄道

二輪・原付

自転車

N=29

普段の移動手段（岩出駅）

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

93.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車

バス

鉄道

二輪・原付

自転車

N=15

普段の移動手段（粉河駅）

7.1%

7.1%

0.0%

0.0%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車

バス

鉄道

二輪・原付

自転車

N=14
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⑤普 段 の移 動 時間 と P&R 利 用時 の 移 動時 間  

 普 段 の移 動 時間 は、「 １時 間 以上 」が 55 .2％で 最 も多 く、次い で「 50～ 59 分」の

24.1％ を あ わせ る と 、８ 割 近 く に達 す る。 ま た 、 移動 時 間「 １ 時 間 以上 」 は、 粉 河

駅利 用 者が よ り高 い割 合 とな っ てい る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 P&R 利 用 時の 移 動時 間 は、「 １ 時間 以上 」が 75 .9％ で 最も 多 く 、次 い で「 50～ 59

分」 の 17 .2％ をあ わせ る と、 ９ 割を 超え て いる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 普 段 の移 動 時間 と P&R 利 用時 の 移 動時 間 を比 べ ると 、増 加 した 方が 55％と ５ 割

を超 え てい る 。ま た、 同 程度 の 時間 であ っ た方 が 31％ 、減 少 した 方 が 13 .7％ とな

った 。  

 駅 別 では 、 粉河 駅が 増 加し た 方が 64.3％ と割 合 が高 くな っ てお り 、 P&R 利用 時

の移 動 時間 に 対す る負 担 が大 き いこ とが 伺 える 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段とP&R時の移動時間差（岩出駅）

6.7%

13.3%

6.7%

20.0%

33.3%

20.0%

1時間以上減少

10～19分減少

同程度

0～9分増加

10～19分増加

20～29分増加

30～39分増加

N=15

普段とP&R時の移動時間差（粉河駅）

7.1%14.3%

28.6%
21.4%

28.6%

1時間以上減少

10～19分減少

同程度

0～9分増加

10～19分増加

20～29分増加

30～39分増加

N=14

普段の移動時間（岩出駅）

53.3%
33.3%

13.3%
10分以内

10～19分

20～29分

30～39分

40～49分

50～59分

1時間以上

N=15

普段の移動時間（粉河駅）

14.3%

14.3%

57.1%
14.3%

10分以内

10～19分

20～29分

30～39分

40～49分

50～59分

1時間以上

N=14

P&R利用時の移動時間

75.9%

17.2%

6.9%
10分以内

10～19分

20～29分

30～39分

40～49分

50～59分

1時間以上

N=29
P&R利用時の移動時間（粉河駅）

71.4%

21.4%

7.1%
10分以内

10～19分

20～29分

30～39分

40～49分

50～59分

1時間以上

N=14

普段の移動時間

6.9%

55.2%
24.1%

13.8% 10分以内

10～19分

20～29分

30～39分

40～49分

50～59分

1時間以上

N=29

P&R利用時の移動時間（岩出駅）

13.3%

80.0%

6.7%
10分以内

10～19分

20～29分

30～39分

40～49分

50～59分

1時間以上

N=15

普段とP&R時の移動時間差

3.4%
10.3%

3.4%

10.3%

31.0%

17.2%

24.1%

1時間以上減少

10～19分減少

同程度

0～9分増加

10～19分増加

20～29分増加

30～39分増加

N=29

P&R 利 用 時 、 移 動 に 対 す る 時 間 的 負 荷 が 増 加 。 利 用 継 続 や 拡 大 の

た め に は 負 荷 軽 減 策 が 最 も 重 要  

・  P&R で移動時間が増加した利用者が 55％で、利用者への負担

が大きい  

・  特に、 20 分以上の大きく増加した利用者が 27.5％に達してお

り、時間的な負荷を減らすことが求められる。  
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⑥パ ー ク＆ ラ イド の認 知 媒体 と 利用 動機  

 パ ー ク＆ ラ イド を知 っ た媒 体 は、「 会社 の 案内」が 57 .1％と 最 も高 く、次 いで「家

族、 友 人、 知 人」 によ る 口コ ミ とな って い る。  

 駅別 で 見 る と 、「 横 断幕 ・ 看 板 」の 項 目で 、 横 断 幕を 設 置し た 粉 河 駅が 18.8％ と

設置 し てい な い岩 出駅 の 5 .3％ に 対し て 13 .5 ポ イ ント も 高い こ とか ら 周知 にお け る

有効 性 が高 い こと が伺 え る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パー ク ＆ラ イ ド駐 車場 の 利用 動 機は 、ノ ーマ ー カー デ ーを き っか け にし てい る 人

が 65 .7％ と 最も 多 く 、次 い で 「 家族 、 友人 、 知 人 の薦 め 」「環 境 へ の 取り 組 み」 と

なっ て おり 、先 の 認知 媒 体と 同 様に 、「 家族 、友 人 、知人 」の関 与 度が 高 い こと が 伺

える 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P&Rを知った媒体

2.9%

14.3%

8.6%

11.4%

20.0%

11.4%

2.9%

57.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市報

チラシ

会社の案内

ホームページ

横断幕・看板

家族、友人、知人

テレビ、新聞、ラジオ

その他

N=35

P&Rを知った媒体（岩出駅）

5.3%

10.5%

10.5%

5.3%

31.6%

5.3%

0.0%

57.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市報

チラシ

会社の案内

ホームページ

横断幕・看板

家族、友人、知人

テレビ、新聞、ラジオ

その他

N=19 P&Rを知った媒体（粉河駅）

0.0%

18.8%

6.3%

18.8%

6.3%

18.8%

6.3%

56.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市報

チラシ

会社の案内

ホームページ

横断幕・看板

家族、友人、知人

テレビ、新聞、ラジオ

その他

N=16

P&R利用の動機

65.7%

25.7%

25.7%

14.3%

20.0%

2.9%

2.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80%

ノーマイカーデー

家族、友人、知人の薦め

環境への取り組み

公共交通の利用で健康促進

無料で駐車場が利用できる

駅・バス停の近くに目的地

車通勤で渋滞にイライラ

その他

N=35

P&R利用の動機（岩出駅）

63.2%

31.6%

26.3%

15.8%

21.1%

0.0%

5.3%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

ノーマイカーデー

家族、友人、知人の薦め

環境への取り組み

公共交通の利用で健康促進

無料で駐車場が利用できる

駅・バス停の近くに目的地

車通勤で渋滞にイライラ

その他

N=19 P&R利用の動機（粉河駅）

68.8%

18.8%

25.0%

12.5%

18.8%

6.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

ノーマイカーデー

家族、友人、知人の薦め

環境への取り組み

公共交通の利用で健康促進

無料で駐車場が利用できる

駅・バス停の近くに目的地

車通勤で渋滞にイライラ

その他

N=16

会 社 を 主 体 と し た 「 ノ ー マ イ カ ー デ ー 」 の 推 進 が 重 要  

・  P&R を知ってもらうためには、「会社」を通じた広報の実施が

有効である。  

・  実際に実施してもらうには、「ノーマイカーデー」などの統一的

なキーワードで呼びかけることが有効である  

利 用 者 で は な く 、 家 族 ・ 友 人 ・ 知 人 な ど へ の 広 報 が 重 要  

・  P&R の認知や利用の動機の両面で、「家族、友人、知人」の関

わりが大きい。  

・  そのため、利用者自身とともに、家族などへの広報活動が取組

の広がりには重要である  
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⑦パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 利用 に よる 利点 と 不満 点  

 パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 の利 用 によ る利 点 は、「 渋滞 等 によ る 精神・肉体 的 負担 が 減

少し た 」が 29 .4％ で最 も 多く 、次 い で「鉄 道・バス で 楽 に移 動 でき た 」の 26.5％ と

なっ て いる 。  

駅別 で は、岩 出駅 が「 渋 滞等 に よる 精神・肉体 的 負担 が減 少 した 」が 36 .8％と 最

も多 い のに 対 して 、粉河 駅で は「 鉄道・バス で楽 に 移動 でき た 」が 40％ と 最も 多 く

なっ て おり 、 鉄道 の利 用 距離 の 差な どが 要 因と 考 えら れる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パー ク ＆ラ イ ド駐 車場 の 利用 に よる 不満 点 は、「 駐車 場 から 駅 まで 遠 い」 が 50％

で最 も 多く 、 次い で「 通 勤時 間 が長 くな っ た」 の 29 .4％と な って い る。  

 駅 別 では 、駐車 場が 遠 かっ た 岩出 駅に お いて「 駐車 場か ら 駅ま で 遠い 」が 61 .1％

と不 満 度割 合 が高 い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P&R利用による利点

5.9%

29.4%

26.5%

8.8%

23.5%

20.6%

0% 10% 20% 30% 40%

通勤時間が短縮した

渋滞等の精神・肉体的

負担が減少

鉄道・バスで楽に移動できた

買物等を楽しめた

特にない

その他

N=34

P&R利用による利点（岩出駅）

5.3%

15.8%

10.5%

21.1%

26.3%

36.8%

0% 10% 20% 30% 40%

通勤時間が短縮した

渋滞等の精神・肉体的

負担が減少

鉄道・バスで楽に移動できた

買物等を楽しめた

特にない

その他

N=19 P&R利用による利点（粉河駅）

6.7%

20.0%

40.0%

6.7%

26.7%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤時間が短縮した

渋滞等の精神・肉体的

負担が減少

鉄道・バスで楽に移動できた

買物等を楽しめた

特にない

その他

N=15

P&R利用による不満点

29.4%

11.8%

8.8%

50.0%

5.9%

20.6%

5.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤時間が長くなった

待ち時間でイライラ増加

鉄道・バスの混雑が大変

乗り継ぎが面倒

駐車場から駅まで遠い

道が暗く、防犯上不安

特にない

その他

N=34

P&R利用による不満点（岩出駅）

33.3%

11.1%

5.6%

61.1%

11.1%

16.7%

5.6%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤時間が長くなった

待ち時間でイライラ増加

鉄道・バスの混雑が大変

乗り継ぎが面倒

駐車場から駅まで遠い

道が暗く、防犯上不安

特にない

その他

N=18
P&R利用による不満点（粉河駅）

25.0%

12.5%

12.5%

37.5%

0.0%

25.0%

6.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤時間が長くなった

待ち時間でイライラ増加

鉄道・バスの混雑が大変

乗り継ぎが面倒

駐車場から駅まで遠い

道が暗く、防犯上不安

特にない

その他

N=16

移 動 の 快 適 性 向 上 が 最 も 利 点 。付 加 価 値 的 な 効 果 は 現 状 で は 少 な い  

・  P&R の利点は、「精神的・肉体的な負担軽減」「公共交通で楽に

移動できる」で移動の快適性に対する内容を重視  

・  「買物等が楽しめた」などの付加価値的効果の内容は少ないた

め、利用によるインセンティブ面の検討が必要  

従 前 の 移 動 時 間 程 度 の 速 達 性 を 確 保 し 、 許 容 範 囲 内 で の 駐 車 場 設

置  

・  P&R の不満点は、「駐車場が駅から遠い」「通勤時間が長くなっ

た」で時間的な要素の内容が重視  

・  そのため、許容範囲内での駐車場の設置、従前の移動時間程度

その 他 の意 見  

・  和歌 山 線に「快 速 」が ある こ とを 知 った  

・  歩い て 「健 康 増進 」に つ なが っ た ( 2 )  

・  環境 へ の取 組 がで きた  

・  自動 車 で駅 の 近く に行 く こと が でき た  
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⑧パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 の利 用 意向 と希 望 料金 、 許容 移動 時 間  

 パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 の利 用 意向 は、「 利 用し た い」が 40％ で 、「 利 用し ない 」の

17.1％ より も 高い 割合 と なっ て いる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 の希 望 料金 は、「 3 ,000 円」が 64 .7％ で最 も 多く な って お り、

月極 駐 車場 の 価格 より も 少し 安 い程 度の 負 担が 可 能で ある こ とが 伺 える 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パー ク ＆ ラ イド 駐 車場 か ら 駅 まで の 許容 移 動 時 間は 、「 ５分 以 内 」が 58 .8％で 最

も多 い こと か ら、 駅か ら 概 ね 400m 以内 の 場所 に 設置 する こ とが 希 望で ある こ とが

伺え る 。  

※不 動 産の 表 示徒 歩に よ る所 要 時間 ：道 路 距離 80 メ ー トル に つき 1 分 間 を要 す る

（時 速 4 .8km/h）で算 出  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P&R駐車場の希望料金

11.8%

11.8%

64.7%

11.8%

1,000円

3,000円

4,000円

5,000円

その他

N=17

P&R駐車場の希望料金（岩出駅）

20.0%
10.0%

70.0%

1,000円

3,000円

4,000円

5,000円

その他

N=10

P&R駐車場の希望料金（粉河駅）

14.3%

28.6% 57.1%

1,000円

3,000円

4,000円

5,000円

その他

N=7

駐車場から駅までの許容移動時間
（岩出駅）

20.0%
10.0%

30.0%

40.0%

1～2分

5分以内

10分以内

15分以内

N=10

駐車場から駅までの許容移動時間
（粉河駅）

14.3%

85.7%

1～2分

5分以内

10分以内

15分以内

N=7

P&R駐車場の利用意向

40.0%

17.1%

42.9%

利用したい

利用しない

分からない

N=35

P&R駐車場の利用意向（岩出駅）

42.1%

10.5%

47.4%

利用したい

利用しない

分からない

N=19

P&R駐車場の利用意向（粉河駅）

37.5%

25.0%

37.5%

利用したい

利用しない

分からない

N=16

駐車場から駅までの許容移動時間

11.8%5.9%

23.5%

58.8%

1～2分

5分以内

10分以内

15分以内

N=17

P&R 駐 車 場 の 料 金 は 3,000 円 以 内 。 一 時 利 用 も 検 討  

・  P&R 駐車場の希望料金は、「 3,000 円」以内が概ねの範囲  

・  一時利用ができるようにすると利用促進になる   

P&R 駐 車 場 は 、 駅 よ り 400m 以 内 で 設 置  

・  駐車場から駅までの許容移動時間は、５分以内で約７割。  

・  移動時間５分以内は、約 400m 相当  

その 他 の意 見  

・  月 極 だ け で な く １ 日 利 用

もあ る と良 い  
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⑨パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 を利 用 しな い理 由  

 パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 の利 用 しな い理 由 は、「 通勤 時 間が 長 くな る 」が 60％で 、

「鉄 道 の運 行 本数 が少 な い」 と 「自 動車 の 方が 便 利」 が 50％ とな っ てい る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ P&R 駐 車 場の 設 置希 望 駅  

 パ ー ク＆ ラ イド 駐車 場 の設 置 希望 駅は 、「岩 出 駅」が 37.9％ で、次 いで「粉 河 駅」

とな っ てお り 、市 の主 要 駅に お いて 希望 が 高い こ とが 伺え る 。  

 一 方 、「 紀伊 駅 」など の 駅で も 希望 ある た め、需要 に 対応 し て小 規 模な P&R 駐車

場を 設 ける こ とで 対応 を 図る こ とが 求め ら れる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ JR 和 歌 山線 の 改 善要 望  

 JR 和 歌 山線 の 改 善要 望 は、「 快速 電 車の 増 便」が 48 .6％で 、次 い で「 終 電時 間 の

延長 」の 31 .4％と なっ て おり 、目的 地ま で の速 達 性の 確保 や 利用 時 間拡 大に よ る利

便性 の 充実 が 求め られ て いる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P&Rを利用しない理由

50.0%

20.0%

50.0%

60.0%

20.0%

0.0%

20.0%

10.0%

10.0%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道の運行本数が少ない

バスの運行本数が少ない

乗り継ぎが大変

自動車の方が便利

通勤時間が長くなる

運賃・駐車料金で割高感

業務で自動車を利用

駐車場までの道が防犯上不安

車と鉄道を乗り継ぐと通勤手当が出ない

最寄り駅から会社への交通手段がない

N=10

P&R駐車場の設置希望駅

31.0%

10.3%

6.9%

6.9%

3.4%

3.4%

6.9%

37.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

粉河駅

岩出駅

紀伊駅

打田駅

高野口駅

橋本駅

船戸駅

妙寺駅

N=29

JR和歌山線の改善要望

22.9%

25.7%

48.6%

5.7%

2.9%

17.1%

31.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

朝便の増便

終電時間の延長

車両の増両

快速電車の増便

ダイヤ改正

バスとの接続向上

その他

N=35

移 動 時 間 が 増 加 し な い よ う に 速 達 性 の 向 上 が 第 一 条 件 。さ ら に 鉄 道

利 便 性 の 向 上 （ 増 便 ）  

・  P&R を利用しない理由は、「通勤時間が長くなる」  

・  「自動車の方が便 利」と「鉄道の運 行本数が少ない」 とは同割

合  

P&R 駐 車 場 は 「 岩 出 駅 」「 粉 河 駅 」 を 核 に 、 沿 線 駅 に 展 開  

・  P&R 駐車場の設置希望駅は、「岩出駅」「粉河駅」  

・  少数意見としては、沿線駅でも設置希望あり  
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⑫ JR 和 歌 山線 に 対 する 自 由意 見  

 JR 和歌 山 線に 対 する 自 由意 見 は、「 増便 」 に対 す る意 見が 最 も多 く 、朝 夕の 増 便

と快 速 電車 の 夕方 から 夜 の増 便 が要 望さ れ てい る 。  

 上 記 の「 増 便」 と「 増 両」 な ど輸 送力 ア ップ や 「終 電時 間 の延 長 」の 利便 性 の向

上面 の 内容 を 多く なっ て いる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ P&R 社 会 実験 に 対す る 自由 意 見  

 P&R 社 会 実験 に つい て は、実 験の 継 続的 な 実施 を 要望 する 意 見が 多 いが 、内容 面

では 、 時期 の 変更 や実 施 場所 の 拡大 ・変 更 、利 用 対象 の拡 大 など 見 直し が必 要 であ

るこ と が指 摘 され てい る 。  

 駐 車 場の 設 置場 所は 、 駅の 敷 地利 活用 な ど近 く での 設置 が 利用 の 前提 条件 で ある

こと や 料金 も 無料 など 安 くす る こと が重 要 であ る との 意見 で ある 。  

 ま た 、社 会 実験 でな く 、恒 久 化す るこ と や防 犯 性の 確保 、 付加 価 値の 創出 な ど安

心で 魅 力あ る 利用 環境 づ くり が 求め られ て いる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目 小項目 意見

１．増便 ①朝夕の増便 ・21時台まで通勤時間帯並の本数の確保

・朝の８時や９時台の便数が倍ぐらいほしい

・朝夕の増便

②快速電車の増便 ・和歌山発19時以降の２本に１本を快速に

・18時～21時の間、30分間隔での快速電車の運行

２．増両 ①車両の増両 ・車両の増両→２両を４両にしてほしい

・朝夕の車両の増両

３．運行時間の延長 ①終電時間の延長 ・終電時間の延長

・終電時間が延長されればとてもうれしい

４．駅周辺の拠点機能強化 ①魅力ある施設の立地 ・各駅（周辺を含む）を魅力のある施設に出来れば

５．その他 ①混雑度の緩和 ・着席して通勤できれば楽になり、読書などができる

②運賃の軽減 ・運賃が割高

③その他 ・対向電車の待機時間

・降雨時の不通

・座席の薄さ

大項目 小項目 意見

１．駐車場の利用条件 ①設置場所 ・岩出会場は駅まで遠い。１～２分が限度。特に冬

・駐車場が駅に近くなければ不便

・もう少し駅の近くの方が良かった

・駅の敷地利活用

②料金 ・無料のパーク＆ライドはよかった

・無料が第一

２．付加価値の創出 ・電車を降りた後、スーパーでちょっと買物もできると良い

３．防犯対策 ・夜の帰りは駐車場が暗く遠いので恐い

４．広報 ・駐車場付近や電車内等もっと広告をしたほうがいい

５．恒久化 ・実験ではどうしても参加者が増えにくい

６．実験の継続 ①実施場所の拡大・変更 ・他郡市においても実験を計画して下さい

・橋本市から粉河駅まで約35分の車通勤で、粉河駅の発
車時刻に間に合わせるための神経をつかう

②利用対象の拡大 ・昼間や休日等の買い物客等を対象にするのもよい

③時期の変更
・寒い時期は利用しにくかった人もいる。別の時期に行って
はどうか

④実験の継続
・生活の利便性の向上、環境問題をテーマにした実験を実
施

・パーク＆ライドをドンドン進めて下さい

・どんどん実験をしてほしい

・是非続けて実施して欲しい

・時期をみて継続

７．利用による課題等 ①乗り継ぎのデメリット ・通勤経路と異なる為、交通費の実費負担が発生

・橋本方面は、電車のダイヤ・駅からの２次交通の面でメ
リットは少ない

②駅機能の充実 ・和歌山駅での貸自転車の充実
８．その他 ・勤務地が岩出市なので現状ではデメリットが大きい

・自家用車で通勤しているのは帰宅時の時間が不規則。Ｊ
Ｒの時間調整が必要
・地球温暖化、ガソリン代値上げの中、関心が高まっており
タイムリー


